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監    徳川時代 における造林政策 について

                        ・ 松  島  良  雄

       第 一 章  近世封建耐会における森林の意義

徳川時代は,幕 府を主たる統治者 とする中央集権的封建制度の時代であり,諸 候は将璽の政令に服し,  '

領な媒デトとして,全 国的な経済機構の中に織込まれて行 くのであるが,一 方諸候は政治面での土地人民
'
対する主権分割により,夫 々の領上に立籠つて領域経済即ち独立の財政経済を確立することに努めたの

   Lulヒ
ある・

三代将軍家光の頃迄は金銀の豊富な産出,質 素乍ら生活の安定などのため,幕 府諸藩共概ね財政は豊か

あつたが,以 後漸次窮乏を来した。堀江保蔵博一1:は その原(ズリ)因を,武 士階級の生活の向上乃至奢移,並

貨幣の流通 曝:と流通速度の1,t大にあると云う。 その結果,幕 府諸藩の財政が本来土地経済に依存してい

、のが,貨 幣盛済に織込まれたため,支 出に限度を劃することが出来す,窮 乏に陥つたのは当然である,.

Fする、 更に附加的事情 として,幕 府では不急の土木建築事業,財 政当路者の私曲,金 銀産出の減退,災

救済への出費の1割川,加 うるに諸藩では,参 蜆交替制度や築城治水工事に関する 「s,手伝い」などの出

が挙げ られ,し か もそれに要する費用がすべて諸藩に鋳造発行権のない金銀貨幣で支出されねばならな

國つたことが
,財 政i難 に一暦拍車 を加 えたG

注意すべきは,諸 藩の財政問題が領域経済の独立維持と表裏していた ことである。か くて財政政策は,

藩共に真劒に取上げ られた。財政救済策としては,負 担軽減策の外4L・,牧入塘加策として貢租の増徴,

払手段の増加の施策と共に,各 種の生産政策が挙げ られる、以下述べんとする林業,特 に造林に関する

 並に諸藩の政策ぱ,勧 農,薪 田i発,国 産漿励などの一・連の生産政策と共に,直 接には,財 政上牧入

.の確i'一乃至r の目的で実施され,制 度として固定して行つた ものである、

諏扱わんとする所は,こ の.rte的 な経済秩序の内部で,造 林政策が如何なる意味をもち,又 手段 として

"17cれ たか,而 して封建制度の変質に俘い,ど の様に変化して行つたか,と 云 うことである。問題 自体

極めて大き く,充 分な資料の裏付を必要とし,又 藩によつて事情は変化 し・したがつて,之 を一・律に論

ることは出来ない。その意昧で,小 論は未だ試論の域 を脱 しない ことを予めお断 りする次第である。

 、川時代に入.つた頃の森林は,戦 国の争乱時代を経過して,特 に交通の便利な地方で,相 当に荒廃 を来

ていた と見 られ る。更に寛交前後の森林の利用の状態については,山 鹿素行が山鹿語類中 「制二山野河

之制一」に述べているが,そ れ1こよると,太(コミセの)亭の続 くのと共に木材薪炭の 需要は 塘加して いるが,一
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ガ林野の行政が不充分のため,一 山に奉行がないため一伐探は便利な所で自由に行われ,そ のため水幽

危険が壇加し,森 林資源は減じ,木 材価格は縢潰 し,薪 材 も欠乏して来てv・る状態が知られる。  儲

 而 して,封 建時代の前期た る亨保年代頃迄に 森(おり)林の伐採利用の進んだ原因を考えると,次 の二つ恭

げられ よう。

 1)耕 地の拡張

 漸 く戦国時代を経て,中 央集権的封建時代の開幕 されるi:siから,天 領私領での径済及び技術を基礎とT

る耕地拡張の動 きが見られるが,漸 く商業の発達が顕宮となつた元緑亨保の頃,新 田開発の勤向は特に

濃となつた,と 云 う。之(ズの)(く)は上地経済に依存する武士階級が流通経済の発達に律い,第 一にとるべき重弼

政策であつた。幕府及び諸藩は耕地の}加 につとめ,自 ら開墾事業や用水施設 を行い,叉 開墾者に諸種
       /

恩 典 を与 えて漿 励 し,か くし て著 し く耕 地 は拡 張 され た 。              酢  塞

 耕 地 た り うる出 林 原 野 の 開 墾 は 進捗 し,又 開 墾 者 の 消 費 す る 木 材や 薪 炭 材 の 探 取 は,地 方 的 に林 野 と

地 との 安 定 の比 率 を破 る所 を生 じ,そ こで は灌 漕 用 水 の 欠 乏 と,河 川 の 土 砂 流 出 を招 来 せ し めた 。 この

             文D                                                        ・「,
での研究は,古 島敏雄氏の論文 「近世初期に於ける耕地開発と治水技術の発達」に詳しい。当時川床

高 く出水が多くなつて来た ことについては,多 くの記録が挙げられるが,そ れは直接は次に述べる森林i

濫伐によるとして も,こ の開墾との関係について,熊 沢蕃山は 「集議外書」に 「国に田畠ばか りにて,
                                              1義

林不Cの 地なきは土民ともにたよりあしき物な り。野は野にてをきたるそよく候.其 上新田をひらきて欄

古地の田あしく成所あ り。 よくよく老有るべき事に候」と云つている。            き、

                                             爆

 2)木 材の需要櫓加

 秀吉の大建築事業に始 まる幕府及び諸藩の城廓都市の建設並に交通路の拡張は,氷 材の消費量を急激

櫓加ぜしめたと思われる。又(タゴの)斯る木材の需要の壇加は,土 木建築業の発達を刺戟し,木 材の生産流通の

織の整備を促進し,交 通の発達,消 費生活水準の一般的向上に俘 う木材の需要f加 に対応 して行つた(ズの)(キ)。
                                             薫

材の需要塘加の趨勢 こついては,例 えば会津藩では,保 科氏が寛永年閻に移封 されてか ら,元 橡年間導 ,

3～4倍 に達しているが刃娑の全国的な需要増加の理由を熊沢蕃山は,製 塩と陶磁器製造のための薪材消,.

耐 寺建 立 用材 の 大1、!.浦費,参 蜆 交替 制 度 に よ る江 戸屋敷 用 材,都 市 建設 用 材,及 び江 戸,京 都,大 阪の

次の大火の復興用材,大 船建造の許可などによるとしてv、調)か かる需要に対するため,各 藩は木材の

産塘加に努め,且 領域経済間の需給の調iiiは,天 領たる,江 戸,大 阪,京 都などで活発に行われた・

の豊富な諸藩は,木 材の価格騰 貴に伴 う財政牧入のlt加 のため,或 は官行研伐事業を起し又大阪等の自,

市場に対する領域内木材商入の進出を保護援助 した(ぎを)(め)。

 木材の需要噛加は,森 林の濫伐を促進し,寛 丈,元 豫の頃,各 地で木材の欠乏が憂えられ るにいたク

この ことは山鹿素行や,熊 沢蕃山も上記書に指摘 しているが,例 えば,前 代迄原生林に蔽われていた強

藩で も,元(ズの)緑時代には 「御国にて只今迄結構な家材木薪などに伐出候故,御 領内の山薄 く成候に従いプ、

                                             蛮

                    ,
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もの び,人 力 も多 く懸 り候 えば,御 国 の 中 に て も高 直 に相 成 る」 事 態 に 到 つ た し,叉 当 初 森 林 蓄 積 の 大

か つた.ヒ佐藩 で も・ 元(なの)和年 度ll繭 へ の 杉 柾 献 上 が 八 尺廻 木250万 本 で あつた のが,60年 後 の 天和 年 聞 に

総 生 慌;[}一が 径8寸L.下 を除 き250万 イぐ6㌧ 平 均 径級{よ 嵜る し く低下 し,更 に明 麿 年 代{こは,誇 張 が あ る と

f

、て も・ 杉槍 の 良 材が 弄与無 で あつ た と・記 され て い る一

耕地 の/;;1111',`%;張・こよ る森 林 の減 少,及 び木 材 の需 要ll・}加は,幕 府 及 び 諸!r{FAし て,森 林 の 維 持 ぽ も と よ

,進 ん で そ の 育域 の 必 要 を痛 感 せ し めた 。 もと よ り、 この 時 代 で も,当 初 の 武 騎 的 専 制 政 治C"`つ て,

,

か もい わ ゆ る山 距 素 行 の 山 に奉 行 の ない 状 態 加 ら,森 林 の 仔続 を痛 感 す るに い た る迄 の 期 間 は藩 に よつ

異 り,㌧び{ミ林 の意 炎の 認 め 方 も異 り うる 。 しか し,第 一・に瀕 発 す る風 ノJく害 に よ る墨 業 その 他へ の 被 害 を

止 し,更 に ノkの利 用 を図 ろ墓 礎 と して の 治 山 事 業 が,治 ガく事 業 と共 に,土 地 経 済 を基 盤 とす る領 域 経済

独立 性 劉1持L,,引 い ては 封 建 告r疲を安 圃 な ら し め る の に 不 可 欠 で あつ た,こ の 時 代 林 政 を論 す る学 者

1役 κの 多 くは
,先 づ この 林 地 の 荒 廃 に もとつ く出 水 及 び 土砂 流 出 を憂 えて い るが,そ れ も農(ギリ)業生 産 力 の

 向上 との 附係 にw,fLて い る者 が 少 くな い 。 旨(トひコ)Fl;府及 び 諸 藩 ぱ,か く して利 水 及び 水害 防 止 のた め.大規 模

'築(へ)堤嚢 層一}ま工 事 に務 め るが
,そ れ と 胞(なゴラ)こ山林 の 水 源 洒 養,土 砂li:止,防 風防 砂 等 の機 能 に着 眼 した 。 徳 川

代 の 林 業 政 策 が,と くに 初 期 にお い て,治 山 治水 のた め の森 林 の維 持 育 成 に 重点 が 置か1した わ け で あ る。

銘 二 に 木 材の需 要 塘 加 と そ れ に 件 う価 格 の 騰 貴に1じ じて,領 域 外か らの木 材移 入に よ る支 出 を減 じ,進

.でその 移 禺 力 を塘 加 す る こ とが,藩 の 径 済 を 安 定 せ しめ る所 以 で あつ た。 この た め に は,各 藩 共 当 初比

納 自1{ヨに木 材の 生 ・拶†才加 こ努 め,短 期的 な需 要 充足 に 応ぜ しめ て い るが,特 に 束 北 諸 藩,土 佐 や 木 曾 の

く,当 司 森 林 蓄積 が 多 く,し たが つ て,財 政牧 入の 相 当 部 分 を木 材 生 産 の 直 営 事業 或 ぱ貢 租 に依 丁,=して

た 所 で は,資 源 の 欠乏 と共 に林 政 に 力 を 入れ,造 林 政 策 に重 点 を置 くに いた る(ばり)。

 1)黒 正 厳i 士:日 本 軽 済 史 及 む堀 汀 保 蔵 博 士:日 オ経 済 史 を 参照 され た いQ

2) 二制 一,山野洞 川 之llll-.」に 「吉そ の 奉 行 を立 てる こ と な く・ 制 法 詳 しか らず,則 ち民 利 を1怨に して ・ そ の 柚 取 り

・ オ るに 近 く7利 あ るT」;h7)み 位 取 て ・ 山 の あ す る に構 わ ず,川 の うま り・ 水 の浅 くな るに 構 わ ず ・唯 一崎・の 使 用 を

 利 す。 是 に於 て 山 林 の 材ネ 年 を追 つ て 少 く・木 力 出す 所 遠 くして,そ の費 脚 大 につ い え,材 木 の売 貝 尤4,高 ◎ 薪

,木 次 第 に媒 く,国 用利 せ ず,是 山河 に率 行 な く,只 民 の ほ しい ま まに す る所以 な り」

3)上1'は 六 代将 軍家 罹 迄ll勺140年,懐 想 ま七 代省 宗 以 降150年 とす る が,封 建 制 箋 の 変 質 は瀧 訳 的 で 当ーり,し た が

 つ て こ のし≦分 は 概一}的な もの で あ る 。

4)大 学 或 問;雛[}11答 集義 和 書,集 義外 書 オくど・

5)秋 田 藩 は 能 代に 材 オて三'二行 を 現 き1嘗 行 鰍 、1!喋をで〒い,延 宝 年閤 には 藩 所 有 の}痢船 三 艘 を 商 人 に1/!ナ,上 々保

 ・太 木 の 阪売 を任 せ,更 に水 ゴ'を雇.う賃 銀,糧 米 な との.l ta'i与 し,利 盆 の三 分 の二 を牧 めた 。 藩 自 ら商 人 に 対 し問

 屋制 を とつ 爬わ で あ るっ 高 知 藩 も慶 長 年 聞 山内 氏 所 領 とたつ て海 運 を馴 き,非 常 の矛 備 と して船 舶 を襲迭 せ しめ

 るた め 人民 の 自 由1覚採 を 許 し・{"_+..,!i;悼 私 京 椰 大1「、殴 建池1醇1',慕 府 へ の{wf;献 上 な とを通 じて,朴 琵 物 の

 領 域 外流 通 の途 を開 き,特 二大阪 市t2へ のVI I 11に努 め た 。

16)山 鹿 語 ブ激 上 に 「我 領 分 に 尉条 あ らざれ ほ ・ 下Lに お い て 人 の 、'.//   る こ とを不 計,林 を なが し大 石 を出

 す 斐 は,こ れ が た め に 川 の うま り水 利 の失 す るを忘 る」 と治水 のit:1係を云 い,延 亨 の頃 地 方 役 人 で あつ た谷 本 教 の

・ 県令 須 知 に,「 別 して 川 通近 年 損毛 の多 き こ と,出 水 の 度 毎 に 山 よ リゴ:砂 を押UI!し,川 床漸 く高 くな るを 以 俄 永 出

・ で,綾 の水 も盗 れ て堤 を 切 り川 欠 等 多 くな る」 と云 うが,農 業 災 害 の多 くな つ た こ と を裏 付 け て い る,



註7)=r保 年間秋 田藩の森林及び林業 の事情は後述す るが,既 に佐竹候 の移封后・ 家老 渋汀政光 は 「御国は山川共

 の倍 ・々 の出 物 で あ る。後 に ば今 の三 分 の 一 に も減 ず るで あ ろ う。 した が つ て・ よ い時 と悪 い 時 とに 備 えて 山 林.'1

 に備 えよ」 と述べている。 又元轍十一年会津 藩では・松材 の年聞需要12万7千5百 余本だ が,材 相 よ り見て,今

 年位で松山伐 尽になるこ とに注fIし,そ の保獲,清 費に注意す るこ ととしてい る。           凡、

           第 二 章 前 期 の 政 策

              第 一 節 林 業 政 策 一 般

 徳川三百年を通 じ,諮 藩の とつた林業政策には,そ の前期と後期とで相当の変化が認められるのが普

である。初期の政策で頭 嵜なのは,領 域内政治の滲透に俘い,封 建制度の基礎である身分階級の同定及

土地領有潅の確立の方向が,森 林と林業の{1;.及 び機能に関する諸政策を貫き,封 建的な土地所有制度

もとついて,森 林に対しては保護政策(保 安林政策), その用釜及び林崖物の消費につV・ては各種の窃.

策を第 一とした ことである。

第一琳 地及び淋 所㈱ 脚 石雀立    '       .   ,

 林 野 の 所 属 関 係 は,幕 府,天 領,皇 室御 料,公 卿 領,武 家 領で 多 少の 差 は あつ た が,一 般 には,領 主

た る御 林,御 立 山,御 林 山,郷 山,御 直 山,御 本 山 な ど と,公 有 林 乃 至 共 有 林 の性 質 を もつ1・す山,村 持

村 抱 山,御111,村 々手 前 山,又 耽 寺r淋 た る寺 附 林,祠 寺 林,更 に 個 人 に 属 す る百 女'嬉く,百 姓 山,合 壁
                                             }

腰林,居 久根 林,符 人林,家 掛林などに分れていた。                     翼

 その初期においてぱ.中 世の農民集畷の勢力の }一に伴い拡大された入会林野 が主(ズマラ)たる部分を占め,重

領民は自由に之を使用牧ofし てV・た。 しか し,領 主と領民との聞に劃建的関係が強化され,目.木 材及び ,

炭のrrtn GC・ii加に応する財'政上の要求か ら,林 地に対 して も漸次領有権が確立 されて行つた。例えば,地

凡例録雀二,新 田切添之事条 「地代金致上納訳は室地に而 も地主なき場所ハ都而公儀地頭之者なれは

発賜 所之地主に徽 候表も期1地 代鍵 蹴 地賭,心 也 」とあ り,又 紀騰 のlll tl覚善臨 るも淋 野、

本来公山なのが,現 在でぱ奥山の無主の地域のみその様相な示してい る,と 述べているが,こ の趣旨か

行政組織の整備に件V・,こ の様な無主の野山に鎌留を行い,そ の外軍事,財 政,治 山上必要な林野と共

之を藩有林に定めたのである(ミさミ)(リ)。

 かか る御林,御 立山などの面積は,全 国的に も重要な部分を占むるにいたつたと見られる。その管 引

組御 鰍 轍 られ桜 椥 糸藁㌦ 制により糊 隷 ・もの牲 ・た.・ 艸 駐 力・艘 を鷹 た調

ぴ他の使用を禁 じた部分と,領 民に雑木下草などを有償無償で用釜せしめた部分により後に領主有及

有が区別されるが,後 者はそのr が長 く続 くと,何 時しか村持山と考える場合も生 じてい る。

 村の所持する林野は,領 民の使用牧益を許された公有林野と共に,い わゆる入会林野で,一 村乃至'
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配会 地 で あつ た 。 か か る 入会 権 は,律 令の古 制か ら 由来 して,慣 習的 に域 立 した もので,一 村 の 所 有 地

うる内 野,内  」"Jける一 村 限 りの 人会 の 場 合 が 最 もFI通 で あつた が,御 林 又 は 他 村の 所fT地 に も入 会

二とが 出 来 た か ら,村 の 山林 所持 権 と村 民 の 山林 入会 隆 とは,必 す し も… 体の もの では な か つた 。 こ(じモつ)の

紬 も農 地 と同 じ く,領(ズわ)主は 底 士 権 を有 し,領 民 は そ の表 土権 を有 して い た と見 られ る。 その 用 谷 は …

)制 限 の 下 に 許 され て いた が,原 則 と して 林 地 の 売 買 が 禁 ぜ られ,貢 租 と して 村高 が 課 せ られ る こ と も

,,そ れ 以 外に 山 年r'_f,山 役 な ど を小 物 成 と して徴 牧 され る場 合 もあ つ た(しジロ)(ラ)。

仕寺 有 林 に は,藩 よ り附 せ られ た 藩 有林 的 性 格 の 彊い もの(御 林,御 山)と 領 主 よ り寄 進 され,又 は 所

ζ認 め られ た 個 ・k所有的 性 質 の 彊 い もの(寺 附 林,寺 地 山)と が あ る。 この 時 代 耽 寺 の 勢 力 は,熊 沢 蕃

、よると,天 初 四肋 一耀iめ ると云繍 るが,之 購 張にす謁1乱 て も,之 に属する欄 、、面積

1・くなかつたと見られ る。 しか し申世に比すればその勢力は…般に著るしく減還 し,藩 の備書調 材林的

蒙味 をもつて維持 された ものが少くなかつた一(トかリア)

一人の所持する林野の成立の経路については,省 充分な検討 を要するが,既 に所持の認められていた宅

舅辺 畳び墓地の立木地(レドラ)の外,次 の如き性質の林野が之に属すると思われ る。

)旗 本,御 家人、或は諸!i煙)家臣が地方知行として賜 り,所 持せるもの。

・[無 主の林野に造林し,届 出の上個人有として認められた もの。和歌山藩其他に事例がある。

)一 旦山鳥としたが,荒 廃 し,許nTを 得て造林した ものG     ・

)村 高の支払に窮 し,村 内勢力丁や商人に村山を売却或は抵当とし,そ の所r∫に帰した もの(ト)(いラ)。

・1夫 役造林地であつたのが,領 主の改易転封後その所持を認められた もの。

  しか し,初 期にはこの様な理山にかかわる私 有林の面積ぱ,未 だ少なかつたと思われる。

い二
,林 野用谷の制限

「林,藩 山,即 ち領主有林及び公有林で も,伐 探が進むにつれ,多 くの場合用材はその用途,杣 取法に

、経済的配慮が加えられ,又 公有林の用釜 も使用者,対 象,期 間及び 方法につき厳重な制限が加えられ

 いたつた。叉村持山,寺 領,や 居 矢根山な どで も,1ii材 となる主要樹種は林地の所属を問わす,目 由

 探を禁ぜられた。例えば秋田藩では青木(五 木)や 八木を御留木 とし,南 部藩では六種の法度木を定

 人吉藩では23種 を御用木とした。又土佐や仙台藩では,3尺 廻以上の青木 を留木とし,更 に土佐藩で

寸未満の青木をも脅木とした。之等は藩用の場合多く無償で牧公された。叉かかる留木以外で も,一

 所持者が用材を伐採するには許可を要 し,或 は藩の用材の負担 を果した後でなければ採取出来す,又

 成などの貢租納入を要 した。一般に農民が探取 を許 され るのは,農 業に必要な肥料,飼 料及び薪材を

地より得ることであつて,其 他のvr_物の取得販売は特別の場合に限 られ,こ こでも,農 民を上地に結

んとする封建政策の方向が知 られ るのである。又林地に対する切替畑,焼 畑 を制限する藩 もあつた。
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第 三,林 産物 の 消 養 制 限

 四代 将 軍 の 際 幕 府 は建 築器 具燃 料 な どに つ き厳 重な 使t1Ji費 の 制 限 を 令 し,農 民 に は杉 檜 の 使 用 を

じ,松 も曲木 しか 用い させ な か つ た 、_+1}h:iirlit+'が之(ズの)に倣 つ た の は云 う迄 もな い。 例zば 会 津 藩 の 如 き は元(ロ)雇

年 マ ツ材12万7500イ くで あつ た の が,亨 保3年 に は不 足 の た め,百 姓 家作 を5～6年 停止 せ し め て い る。 こ

様 な 制 限 の 実 施 に 当つ て は,身 分階 級 が 駆幌 され,一 般 に御 留 木,法 度 木 の使 用 は禁 ぜ ら身ら 叉 木 炭 も

分 に よ り使 用 畢:を制 限 した っ 叉箸 卓 に杉 塗材 の 使 用 を,百 姓 屋 に杉 柾小 羽 を禁 じ,萱 藁 葺 とす べ き 旨を

示 して いf」

 第,,,1>木 材 の 自 由取 引 及び 領 琳 多出 の 制 限

 大 多数 の 欄 よ商人 を指 定 し,用{車 り生 崇 販売 を検{峯 亥[1印の 下 に 許 し,之 に対 し運 ヒを.ヒ納 ぜ しめた 。

し山 村 地 帯 で 他 に生 業 ¢∫な い 場 合は 薪 材 の!5し己な どを許 可 す る こと は あ つたG又(ダとゆ)用材 の領 外 移 出 は 原則 「

して 禁 止 され,藩 の独 占的 処 分 下 にi{勤 ・れ た 所 が 多 いG秋 田や 上 佐 藩 の 例!a既 に 述 べ た 。

 以 上 の 如 くに し て,森 林 資 源 の減 少に 俘 い,領 民 は 一 般 に林 野 の 所 持,使 用牧 谷,林r案 物 の 浩費 に"

き厳 重 に制 限 され,林 産物7)売 買 よ り遮 断 され る 一 方,林 野 の 川 釜 て対 し,山 村 他 右芋で徴 牧 され る 貢租

少 くな か つ た 。 こ の地 帯 で は,村 高 が 田lai;のみ を対 象 とせ す,上 地 面積 を対 象 と して%k定 され る場 合 が

く,し た が つ て そ れ が 相 当 の負 担 と な るの 外,更 に そ の生 産物 に対 して は,主 と して 貨.剛 二納 に よ る'

                                    '      .卜{り       '

冥 加 が 課 せ られ,そ の 牧 径 に対 す る割 含は,農 業 以上 に達 す る場合 もあ り得 た と思 わ れ る。    :琶

 註1)之 を」佐藩では囲山 と称 した。                                 屍(ノぐの)

 2)例 えば,仙 台藷 では,山 奉行一 山鉢本締役一諸iti-、役一横 目役一絵図掛,山 守,近 山横 目,高 知藩 では,山 奉 、、

  下 役一仕威役,山 一1':役,.1:(;役,飯米 役,留7x役,六 部 下山改役一下山改役一山廻 役一 内山廻 役・近在廻役一

  口'番役                                                     ,・.

 3)秋 田藩で云 う。その他順 伐(弘IJ・ 永 戸)川ご!繰伐替({d台)番 糸【1(山口・徳山)順 番(高 知)な ど云 う。今.

 i輪 位期に よる伐採ウ云 う。宝永年 代弾源 蕪の員原篤信が 「諸 村山胴各分 為二数 十区_1IJ:年伐一:一区樹 木_則 山

  茂而林木充 足」 とあるのカ:之でS-u>る。  .                    .}

 4)中 田薫氏(ズユリ)は「徳川 ・'ifCにおける山年L「1の惚 ヒ:」の中に山 林の用谷に対1噌る年貢 のyiJ'及 びその」二地所 有との..

  を述べてい らitる が,そ れ によれば山林に対1.る 貢禾1{は次 の如 く分 けられ る。            3

   本途物成・山高 として弱高に加7, れた場 合o

   小物 或,之 は本途物成 受び高掛}雛 λ外 の租税レll郷1巳外書 に定納 として記載 された永久的セ1質の利粧 で,山 年

   山役,山 年米,野 年貢,野 役米な とが挙 げられ る一                          餐

 5)交9)に よれ ほ,奈 国石高の!～j一割 と云5。

 6)後 述す る如 く,fLヒの所属 の朴野 と同杁,一 艦 に用材 の採取は署 しく制限 され,訂 可を要 した。借 この時代示
                                               す

  林野 のみ良 好た林締 を示 していた こ とにつ き,熊 沢蕃山や田1{1丘隅が述べているっ

 7)之 は洲際 ・遠 く       ,:雲3年 にお ぎ,こ の時IIII比の・∵吸 び百姓 の顯t1∴1辺20-30歩 はその

  を認 め,樹 木植栽蛎 子わ しりてい ろ。之 が徳1甲寺代中巨妻地 ノ∫で今壁山,腰 林 など と称 された ものてあ り,叉 高

  の家掛:rも 之で,山 悶り人1壱がその屋.i1r幅x6qlilノ)坪を定 現 とし樹木を植 桟し・ 成木の上 自[11に伐木出来たり

 8)3)及 び4) については ・吉野朴業 七灘要に挙 げじ)れてい ろっ                    ・

 9)之 をIll;,_確 かめZ,資 料1ま!拾 忘 い。 しか し,後 甥 ・そ、部 分 林 の 分」妙 舘 多 く5公 眠 で あ り,中1こ は6公'

  あ り得 たが,そ れで も造 林が行われたのであ る。 したが つて牧釜 の乍ば=),上を貢租 として ヒ納 することは・
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 て普 通で あつた と見 られ る。

             第 二7i) 初 期 の 造 林 政 策

牒 政 策 の 一 環 と し ての 造 林 政 策 に も,封 建 的 弥 権 力{之を貫V・てV・るの は 云 う迄 もなV・。 中世 迄 の 造 林

 窓 して 千 野 地 方,就 寺境 内 林,並 に … 部の 保 安 林 に つ き行 われ.たの に対 し,こ の時 代 森 林 資 源 の 減 少・

 木 材需 要の 塘 加 に{'摂㍉ 隈 られ た 範 囲で は あつ た が,;蜜 済 的 林 業 の1∫文立 し うる基 盤 が 成立:して来 た の

、 る,し か し,諸 藩 は,森 林 資 源 の 減 少{こ対 す る政 策 と し て,藩 直 接 のiiii%c・_充足 し,そ の財 政 を雛 持

5の な第 乏 し,ll亙民 に対 して は 用 術 こつ き謝 叙)ll}1賑襲 止 を課 し,以 つ て経 済 的 契 機 よ り慈 断 す る手

・ とつ た。 即 ち領 民 は,例 えば 京 都 北 山 や吉 野 の 如 き場 合 を別 と して,一 般 に は 森林 乾び 林 地 ㌧ノ)用谷 を

粟され,そ れ か らの 牧 側 に つ い てIS,禁iヒ され るか,重 たな 鮒llを 課 せ られ てい た 。

》くrて,造 林 事 業 は,藩 にお い て そ の 必 要性 が 痛感 され る摩斐度 に お い て,… 方 的 に政 策 と し て取 上 げ

し,・実 行 され た ものが 多い。 政 策の 目的 はisと して,農 業 生 崖 力の維 持 及び 向上 の た め の保 安 林造 成,

旨家 計 の 維 持 及び 藩 の財 政 牧 人の壇 加 の た め の造 林事 業 に 向 け られ た 。 而 して前 期で は,L地 径済 の維

)たy画 鞍 椒)造 痴ヒより,馴 脚 、その効身慰 じ塒 すること瞳 点が置か縦1'後 都 ついての自
                                                亀

k,多 く元 腺 享保 以降 の こ とに係 わ る。

 一一,保 安 林造 成 政策
         '

看に保 安 林 の造 威 に つ いて は,中 世 末期 よ り近iiil初頭 にか け,鳥 取 鹿 野,長 野 信 玄堤, L杉 藩 の大 谷 原,

・宥 山,或 は 宮城 本吉 の 砂 防 林 等 々その 例 は 多い 。 幕(ドをり)府も保 安 林 に対 す る政 策 と して,寛 文6年 に 水源

)令に よ り7JC源(とエの)地帯 山林 の 乱伐,根 堀,焼 畑 の 禁 止 と,造 林 の 奨励 を行 つ た 。 之 と前 後 し て餌 に諸 藩 に

・て,次 の 如 き諸 種 の 保 安 林 が 設 定 され,そ の維 持 造 成 が 図 られ て い る。 特(よゆ)にそ の面 積 の 尺きV・の は東

藩 で あつ た 。 け だ し北 方にす す む につ れ 自然 条 件が 不 良 に な る と,経 済 生 活 を維 持 し安 定 す るの に 林

)もつ 意 義 が 増 加 し,そJLが 森 林 の 幅 阯作 用 と結 付 け て考 え られ た か らで あろ う。

)ガ く源 滴養 一 水 林,用 底 林,水 持 林,田 山,水 源 山,水 野 目林,用 水 山

)飛 砂 防 止 一 屏 風 山,砂 込 山,砂 留 林

)風 害,潮 害,水 害 防 備 一 風 除 林;海 辺 田 畠 風除 林,潮 除 林,潮 霧 須 賀 松,土 留 林,水 除 林

)上 砂 拝 止 一 土 砂 山 林,砂 除 林

》 頽 雪 防 止一 頽 雪 除 林,雪 止 林

)卜魚 付 一 魚著 山,魚 付 山

)航 行 目標 一 海 上 目付 松,助 ケ松, 8) 並 木 一 並 木

の 外 窪済 外的 目的 の た め維 持 造 成 された 保 安 林=保 護 林 と して,風 致 林(城 飾 松)宗 教 林(紳 木,墓

墓木)軍 事 林(御 城 山,要 害 山,御 城林,御 城 附 林,関 所 林)な どが あるが,そ の 目的 は必 す し も固
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  定した ものではない場合が あつた。

   之等の保安林の申,特 に重要硯 されたのは水源洒養,飛 砂防止,風 害潮害水害防備のための保安林で

  る。大 日本林政史によ,るも,こ の種(ズロラ)(ゆ)の造林が多い。農業災害の防止は,個 人の力では殆んど如何 ともな

  難 く,し か も領主及び領民の共同利害の問題であり,政 策として封建的公権を行使するには,最 も透 」

  喫緊な もので あつた。保安林は,そ の所属の如何を問わす指定され,主 として附近の領民の夫役労働

  自発的労働によ り造林され,施 業法が定められ,保 穫された。而して,之 等の保安林は・立地的に見寄

  く耕地地帯に接続するか,海 岸又は河川の周辺の比較的便利な地域 より設定 されて行つたか ら,領 民'

  済 と関係の深い場合が多かつた。したがつて,造 威の当初か ら公共用材の備林の目的 を兼ねて行われる1

  ともあつたが,成(ロしモコク)(ド)林の暁は多く藩用(留 木制彦£などと関係づけて)に 供される場合が多かつたc-一 方

  に対 しては,そ の保安効果の多寡により,禁 伐,風 倒木枯損木の採取,聞 伐その他森林撫育のための

  無償或は役銀運上を納めての下木柴草の採取などの措置が とられた。但し応急対策として,瀕 発する1

  害に当つての橋梁堤塘修理のための公共用土木用材の採取,凶 荒に際 しての領民救済用稼業用材の払r

  どが行われることもあつたが,卒 時保安林における用谷の制限及び禁止は,極 めて厳格であ り,之 を`嘔

  た者に対する刑罰は過酷であつた。                           (おリロコ)1

   第二,一 般の造林                    .     〆

   造林の指導漿励は,当 初その所属の如何にかかわらす,略 一様に行われたと見られる。特に保安林 御

  成に重点が置かれた。而して一般に造林の奨励策として行われたのは,植 立役山守の任命,藩 費によ.

  子淋 の聯 とそ磯 聯 脚 補;1進 んで購 蝋 圃の経営,苗 太の養嚇 法及び造嚇 灘 対す.

  術指導などであつたが,更 に命令して植継制度或は伐植制度を探つた藩 も少 くない。之は,林 木 を伐.

  %跡 地には必す植栽をすべき旨を令するものであつて,土 佐(元 和年聞)会 津(宝 永年闇)な どに見

  叉伐探木一本につき伐植本数を定める制度は,仙 台(天 和年閻)盛 岡(宝 暦年間)な どに見 られるo

  他盗伐や禁制を破つた者に対する科植(弘 前,会 津など)制 慶なども生れて来た。。而して漸次林野6

  の区分が明かとなるにつれ,所 属別に施策に相違を生 じて来たのである。          、

   ←)御 林,御 立山

   この領主有林及び一部公有林における造林は最 も広 く行われた と見 られ る。 この事業の主体は領 零

  るが,之 に投ぜられる贅本と労働には,釣 建的 色彩の濃い場合が多 く,且 その結合の形態には,亥

  種類が区別され るっ

   ・イ)領 民の無償の夫役労働によるもの,特 に初期において一・般的で,多 く課役として行われた。'
`

   ロ)領 主は原料財たる種子,苗 木を提供し,労 働は無償の夫役によるもの,鹿 児島藩の人別指杉,1

     差杉窪 内新麟 傭 蹴 鋤 など,・之である.燗 差杉は杉穂又は杉苗25本 勉 戸毎調

     灘 に便利な勧」1に造林せしめ,保 護手入を航 民蹟 担させ絨 木1塒 用とし域 は一劉
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  領民に払下げ,植 立人 には牛額で払下げた。

ハ)領 主は原料財の外若干の生活資料たる現物乃至賃銀 を支給するが,労 働は強制する。佐賀,人 吉,

  臼杵諸藩に見られ る。

ρ)領 民の自発的労働奉仕乃至出資によるもの,人 吉藩の自植献上林,御 礼指杉,幅 岡藩の寸志殖立,

  小倉新庄藩D冥 加植立など之である。

ホ)一 定期間土地用釜を行つた代償として,用 益者が造林するもの,熊 本藩や飲肥藩の木場作,宇 和島

  藩の闇作,幅 岡藩の仕立畑,人=r の年限畑など。

へ)林 木の採取の代償条件として造林するもの,津 軽藩その他での栴継制度,人 吉藩の指杉竈役の如き

  之で あつて,指 杉竈役は製炭の代償として毎戸20本 の杉を生育せしめるものである。ヌ.天領たる

  奈良北山地方では,御 料材の伐出事業により賃銀,生 活資料を得る代償 として,造 林を奉仕してい

  る。

以上の各種類の中 イ)乃 至 ハ)は 何れ もJ1'制的な夫役労働であり,丁 度軍役やお手伝いと類を同 うす

奉公 としての重要な劃建的義務の現われと考えられる。.而して之等はいわゆる貢木制度として理解 され

う。ヌ._)の 奉仕も奉公精神 を示す ものであつた。ホ)は 支払 うべき地代の代償,へ 淋 こは立木価格

ムの一部の代償の場合を含むと考 えられ るが,之 等の場合で も,造 林により支払 うと去 う方法は,領 主

より一方的に定められ,且 それ も御恩報 じと云う封建的支配関係の露われと見 られる。

しか し,御 沐での初期の造林事業Dこ の様な性質は,そ の後 いわゆる部分林及び部分木制度を生する

いたつて,多 少の変化を加えるにいたつた。木材の需要の増加に件い,森 林伐採の速度が大とな り,之

応じて急速な造林事業の拡大を必要 とするに及び,従 来の夫役労働のみでは,充 分な成果を期し得 られ

いことが明らか となつたからである。秋田藩で も正徳二年 「新林取立方仰渡覚書」にて 「村k林 取立候

1先 年より被.仰 渡一候,他 郷入合之野山とも,草 苅場之外障不V成 所,村 限に致.相 談一林取立可V

候,一 郷家数に割付,春 秋時分能節杉檜は,不V及=申 に一 雑木成共植立可V申 候,林 取立候はば其

数牛分は一郷之用に可ド被V下 事」とあh>御 直山(領 主有)は もとより,入 会林野で も,部 分林 を造

、する途を開いている。而 してそれは,従 来の造林奨励が余 り効果を発揮し得なかつたか らである。

部分林制度は,こ の様 に当初林地の所属の如何にかかわらす行われた藩 もあ り,x上 佐藩の如(ダの)く特 に公

'と認められる無税の原野その他の荒蕪地を対象とせるものが あるが
,こ の部分林の設定自体が,や がて

の林地を領主有乃至公有たる証拠たらしめる因ともなつたわけである。部(まセの)分林の名称ぽ区々で,1)分

を表示する取分林(南 部藩)売 分山(仙 台藩)分 散割山(庄 内藩)植 分杉(土 佐藩)2)分 牧歩合を示

二部一山(飲 肥藩)七 分三指杉(人 吉藩)部 一・山(鹿 児島藩)3)そ の他に植立林(秋 田藩)の 如 きも

がある。之等は林地を対象とするものと,林 木を対象とするにより部分林,部 分木制度と分け られ る。

zの 部分林制度は,そ の牧穫物 を藩 と造林者 とが分牧する契約の下に,村 中又は個入が自家労働叉は雇
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 傭労働により造林する制度で,分 牧歩合は多 く五官五民,四 宮六民で あつたが,中liは 土佐藩の如 く、丁

 造林箇所での七官三民や,そ うでな くて も人吉藩の如く七分三の割合 をとる場合があつた。その耐会,げ

  史的特徴を服部希信氏(えバリ)は「造林の契機が生産物取得の経済的利釜に存し,成 木の分牧関係は封建的支

 係を基礎 とし,一 方的に決定 され るが,造 林それ自体は領民の自主自発的なものであり,こ の点が全く

 制的な夫役による藩営に比 して甚だ意味がある」 と解 しているが,略 安当な見解と考えられ る。 しか唾

  この制度による造林の場合で も,必 らすしも彊制を伴わなかつた ものではない。例えば上記秋田藩の植

 林の場合 も,植 栽 を各戸に割 り当てて実施せしめている。 この点から部分林造林の動機により種類を分,

. ば、次の如 く云えよう。         、                   講

  1)夫 役労働による造林であつて,後 にその部分林な ることが認められた もの,人 吉藩の七分三挿杉.

    之である。                                  嘆

  2)部 分林趣 旨の下に張制労働によ り造林せるもの,秋 田藩の植立林

  3)契 約に もとつ く自発的造林による もの       げ             ⊃

  而 して亨保年代迄の前期では,多 く1)及 び2)の 性質の部分林設定が,し か も一般には後期に近V・墨

 保年聞前後に行われている。3)の 性質の領民経済的契機にょる自発的部分林造成はまだ余 り生 じてい.

 い。しか も,後 期でも述べるが如く,前 期の部分林 も,木 材の欠乏に件い成林の際には,当 初の分牧歩、

 を無視し,殆 七ど一一`方的に藩用に供ぜられる場合 も少くなかつたのである。          琴( わほ)

  御林,御 立山などの保護は地元領民の義務とされ(秋 田藩の新林見継)山 守其他の管理者が定めら越

 盗伐や火災警防には特に注意 し,そ の責任は看覗人に及んだ。 この保護の代償として,松 や雑木の下麹

 除伐を行い,之 を薪材4z充 てることが許されたが,之 は又青木稚樹の育成撫育を鍍ねる意味 もあつた硬(わユけ)

 の様に,地 元領民の保護 を担当する林野を弘前藩 では 「預(ズの)り山」と云つたが,明 治以降に生じた委A
                                                藏

 制度の濫膓である。                                  提( リリな)

  口 村  山

  。の中には講 鰍 であつて,糊 の指定の舳 鮪 槻 含まれる.晩 ゆる奥地の鋪 脇 る調

 の林野は,自 然的な経済条件に依存 し,且 高率の封建的貢租を課せられた農民の経済にとり,肥 料,翻

 薪材及び救荒食糧の探取源 として不可欠の ものであつた,而 して,普 通の場合は,そ の用i./rui 対する

は小撚 で触 額 も低かつた。したがつて,・ の徽 欄 の縮 及び絵 鋤 で了健 ついては・後,

 は多数 の山論が示す溢 り,農 民は真剣であり,そ の維持につとめたのである。 しか し,前 期では,未.
                                               き

 家戸数などに比 し,面 積の広きにすぎる所 もあり,か かる部分については,諸 藩は造林の漿励に努め,

 但し,造 林は,秋 田藩の前例Vz示 され るが如 く, 「他郷入合之野山成とも,草 苅場之外障不V成 所,,

 に致 二相談一林取立可。申候」とて,草 苅場は除かれていたわけである。

  村山での造林には家の如き種類が区別され る。
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,・イ)領 主の 張 制 に よる夫 役 労働 に よる もの。 労働 は 張 制 され,造 林 地 は留 山,囲 山 と し て その 用 釜 を禁

 ぜ られ る場合 もあ り,初 期 に 多 い形 態 で あ る。 成 木 は,領 主有 林 と同 じ く主 と して藩 用 に供 され る場

.合 もあ るが,御 留 木 を除 い て 公1噛1に 用い られ る場 合,又 時 として は郷 の 自 由 に任 され る場 合 もあつ

 た つ

:・,郷 民 の 自発 的 出 資 乃至 労 働 に よ る もの,樋,橋 梁,手 前 普 請用 木 材 を得 るた め,或 は 早越 河 ～害 防 止の
                             文15)

 ための保安林として許可を得て造林する場合,或 は又和歌山藩 の例では,森 林の伐採が進んだため 、

 山 〃稼 が困難 となつたため,郷 中で申,,せ鎌留及び造林を自発的に行つた例 もある。しかし,之 等の

,成 木D伐 探に当つては,貢rg貢 木 を要するのが常であ り,又 部分林 と同様に取扱われ ることもあつた。 一

ンく)部分林契約の下に,し か も牛強制的に(各 戸へ造林分lll:を割当るなど)造 林せるもの,萌 記秋田藩

 の新林取立の例が之に当る。成木の上本数の牛を郷の用に供せしめる契約で行われた。幼令林の間は

 下伎を も下附 し,叉 郷民中2～3名 を新林見継の者 として,枯 損木は幾度も植立させ,保 穫せしめた(ヨをの)。

隷二)個 人の出資乃至労働により造林せるもの,前 期 も絡 りに近 くなつて,多 少あらわれた形態である。

 郷村が自ら造林を行わなU・場合,藩 が直接個人に令して造林を許した もので,成 木ぱ藩 と,或 は藩,

 郷村,そ の個人間で分牧する形 となる,こ の時代には末だ余 り存しないが,林 業に外部の1『可人か ら資

 本が導入される意味で注 目に価する。

飼 寺 附 林

中世以来の所持林の外,藩 主が寺院に寄せるもの,庶 民か らの献植,或 は雇傭労働による造林(例 高野

)な どもあつたが,成 木z)利 用は多く藩の許可 を要 し,又 御留木などは藩用に供せ られる場uが 多 く,

 跡地は植継制度をとるのが一般であつた。

 )百 姓山,家 掛林

 人に所持 を許 された林野は,多 く交通地位の良好な地域に存するため,本 来その造林事業ば促進 さる

きであつたが,こ の時代には余 り造林は行われなかつた と見 られ る。理由は,諸 藩の林政の組織が漸次

 する…方木材の欠乏が 自覚 されて くると,所 属を問わす造林木について官薄が設けられ(帳 付木制度)

 卸木D制 が布かれ,所 持者の自由処分が一般に許 されな くなつたか らである。 この様な強権を行使す

 域内では,貢 木の植裁(ズの) の如 き彊制による外は,農 民の造林は,漿 励にもかかわら J捗 しなかつた

 られ る。 したがつ て,こ の時代は,幕 府又は藩で特別の保護を加えた北山,吉 野,天 龍,入 間川など

 方を除いては,主 として1曾侶,紳 官,医 師,藩 士などの有識階級4z ける造林の記録がある程度であ

 1)こ の時代の資料の多くがこのことを示しているっ大日本山林史でも保安造林が多いが,一 方経済的目的丈での浩
芸林卒業は少い。
焦

2)秋 田藩承応3年 平鹿郡袴形村や雄勝 郡田代村 では,附 近 の村の 自分林 として,水 野 目(水 源酒 養)を 象ねて普請

ゴ 用材 や杭柴 の備林 としての造林 を願出 てい る(ダ)(ユの)。



   註3) yrに領 主有林や御留 木などの盗伐に対 して も,そ の程度に よ り牢舎入,や 科料が科せられ・叉科料 として

     裁が命ぜられている。保安林に おいては盗 伐は 曲事 と され(秋 田藩元和3年 水野 目禁伐下知状)叉 熊本藩では 「零

     枝を伐れば一指 を,一 株 を伐れば一首を」伐 るべ しと:Lしてい る。         ・        」

    4)仙 台藩においては ・領民がjLi-_林に関心を もたぬ ため・関西地方 よ り種子を取寄せ・俵の底を破つて馬で蓮搬 し1

     領民が好寄心 から落 ちた種子 を蒔 くよ5に 仕 向けた こ ともある。

    5)尤 も,こ の場 合,後 に秋田藩の如 く,造 林后 「御 扶持山守に附置候 μ」・公儀山御礼出候共先 年 より郷 中にて相

     立置 候山は郷 立に相定」云 々(亨 保元年六郡 木山 方以来覚)と 解する場合 もあつた。          …;

    6)亨 保4年 七分三挿杉部分iii文に 「差杉{請 何 年己後 に而 も被二申出玖 第,御 見分 人ヲ以 七三之分方軌 被ヨ

     f寸_候 …」 とある。                                                茎1

    7)秋 田藩」芦保元年の林役⊥中書に 「近年1体木取 疏申候に村々において大成る障御座候,子 細 は青木材木等払底に.

     き村 々に而先租 よ り植立候杉松等木数御調帳面に付置,公 用 に計 り御遣ひ,持 主の百姓壱本 も手入仕候事 不ニ

     ー…」                                      ・ 、

    8)新 しい国有林野法では共用林野に含まれる。

    9)こ の新林仕 立の趣 旨は,薪 材の欠 乏を地元民 に補充 す るに あるか ら,成 林の曉は地元民 の伐採を許 し,販 売も、
'   

,可 することと したが,途 中でこの契約条件は藩 に より一方的に破棄 され てい るっ

              第 三 章 造 林 政 策 の 変 質    ・謹

                第 一 節 変 質 の 契 機 ご 方 向       萎

 徳川時代前期における造林政策は,領 主の…方的な利谷の維持のための強制諸施策に もとつ く夫役ξ

貢木造林,植 謎制度を主軸として行われたと云える。しか し前期癒は,農 業生薦 ノ」の向上のための保安.

制度の確立を図つた外は,林 業政策の重点は,迫 り来る木材飢観に対処し財政を維持するため,林 野の 糞

i`
'`R1.及び伐採制限,林 産物の販売潴費制限と,之 等を通 じて林野及び林木所有並に林産物の生産を劃建的。1

力に有利ならしめる点に置かれた。それは,農 民を土地に結付け,農 業以外の営利の機会を最小限に止

一方増加する貨幣流通に対 し藩直接の財政牧入を維持 し,塘 加せんとする短期的な政策のあらわれであ

た。その間藩によつては,新 に部分林制度,部 分木制度により領民のf 的契機をも刊用する傾向が芽 、

えて来たが,そ の実質的な展開は,後 期のことに属する。                  陰

 封建制慶が疋緑以降 ようや く燗熟す るに件い,貨 幣経済の発展と土地経済 とのδワ盾ぱ漸 く大とな り,

府及び諸藩は,単 に農民の納むる金穀のみでは財用を充足出来す,貢 租を重課し,畏 民を圧迫する傾向、

強 くなつて来た。造林木に対して も,藩 用として独rli的に使用する範囲を拡大し,或 ぱ部分林の分牧歩で

を無視 して藩の財政のため之を牧公することが 多くなつた。か くて,農 民は漸次その生活6z しその土・

を手離 さんとした と共に,単 に貢租のみを負担 した結果になる造林地をも嫌 う傾向を生 じた。   吊r

 この様なJj情 は,藩 によりその時期や程度を異 にするが,例 えば亨保元年秋田藩の右仁役の山林取立に

する上Φ書の中1こ,次 の如 く述べられてV・る。(一(わり)部前掲)               一

 「山'林と田地と引合考え見申所大に相違仕,諸 民山林に心を残し大切に仕候 もの無V之 候,共 故ハ.
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谷は定むる山主もなく,諸 民当座之家業山子の腕先次第林木を伐取,当 座の聞合次第末々の害を不V顧 一

を尽して伐取申候,此 故に当国の御 田地ハ古に勝 り盛御座候得共,山 林ハ日塘に哀微致候,依V之 民業

家材木朝夕の薪次第に払底に罷成,商 売ハ高直,此 末次第 二山林は室虚に罷威,貧 人の渡世弥以難V叶

kの 不自由と相見得申候」 とて林政の弛緩による資源の濫探と,山 村民の生活が漸次困難 となつて くる

とを述べ,「 円地に違い,山 林は農民永代の地に無ゾ之,当 用の家業 と而己心得候より山林を取立候心

しも無V之 候」とて公有,共 有の村山に造林意慾の生ぜぬことを述べ,次 いで造林振興 方策として,

林木を取立申候には,諸 民心安 く取立申様に,役 人才覚仕……」 「少しも民業に難儀有〆之様に相見得

ては,当 座は相立申様4z見 得候而 も末長 く成就仕間敷事」 「近年材木取立申候に,村 々におV・て大成る

御座候,子 細ハ青木材木等払底二付,村 々二而先阻よ り植立候杉松等木数御調帳面二付置,公 用二計 リ

邉ひ,持 主の百姓壱本も手入仕候事不.罷 成一依V之 村k百 姓居屋敷のイ『木之通二而,重 而壱本 も植足

申もの壱人も無V之 候,伍 而御国中之木数弥以不足致候…」

纏 述 した田中丘隅其他の林政に関する意見 も略同様であるが,藩 によつても,既 にこの頃資源の維持増  ,

の必要性を認め,そ のため土地及び林木の所持に関する封建的制約 を緩和 し,領 民に牧利の機会を与え

之を達 しようとする意見が生 じて来たわけである。

林産物の生峰は消費につながつている。それ迄の林産物の生産及び消費1こついての劃建的な身分階級 に

1とつ く制限政策につき,上 記意見書は云 う。「古来 より材木等に伐取候末木其所之人民二不Y被.下 置一

中二捨置申事以之外山林之費二御座1廃 都而諸民之用所e候 ババ本木をさへ可V被 。下置一所,少 分之

わを以世上払底之材木山中二捨置候事山林之費言語二難V申 候,共 上諸民材木薪等ハ日用之 もの二候得

,何 に程御吟味御座候而 も入用程ハILI々より出申筈 二候,此 内末木等被V 候えば,諸 民難γ有奉V存

 面々用立候はば夫程の材木山々に残申道利に御座候」とて木材の山地における利用の集約化をsき,

汰民家作等 も似合e不V仕 候得は不二罷 成.事 故,手 前 二植立木無γ之 もの自ら御立山えも紛入,青 木

'も致 候故
,御 国中の材木次第 二不足可V仕 候」と法令に もとつ く消費制限にも限度のあることを衝 き

 人申候 ハ,山 林之事何ン之造作 もな く,留 山にさえいたし候えば林木威長可V仕 と中もの御座候,是

 細を委敷不V存 故に御r<'i%:候,其子細は其所の土地,山 林,居 民共 々に品々の様子有V之 ものに候へは,

 之見分計 り二て其村の様子委数存申間敷候」と詮明し,領 民に営利の機会を与 えな くては造林振興の

,な い ことを 「依V之 山kは 不V及V申 面k居 屋敷等 えも青木植立候ババ,面 々植立置末々に至程林木

 自ら御立山え入不V申,自 分之用所 も相達公用も心安 く勤候ババ自然 と相立可V申 候」 と述べている。

いし,こ の意見書が直に政策として探用された気配はなV・。            .

醐 に・・たつて,資 源の濫撫 よる木材Ft!の 生轍 と,その儲 の鶴 とは,姻 的観 象であっ書

 生産に もとつ く財政牧入への依存度の高V・土佐藩が夙に生産量の減少に悩みはじめた ことは既述 した

秋田藩で も,そ の傾向は時代の経過と共に顕著となつてv・る。即ち,亨 保年聞では,官 伐材の保太木,
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樽 木,突 出木 は13万7600挺,材 木2万7千 本で,御 材 木 沖 出 の 利 潤 が2万 余 両 に達 し,術 財 政 は整,

いた.し か し・森癩 源は上記の姻 漸 く窮乏を示して来ていた・しカ・レ 宝酔 間に入ると財政は窮1

し,一 方生 産 量 は減 少 し,更 に木 材商 人 の 跳 梁 が 著 し くな り,資 源 の濫 採 が 甚 だ し くな つ て い る。  3

 後 期 にお い て,藩 が 木 材の 生 産部 門 に おV・て 町 人 と提 携 し,之 を利 用 し,又 は 之 に 生 産 を委 ね る よ う'

な つ て 来 た の も一一般 的 な現 象 で あ る。 けだ し,諸 藩 は漸 く土地 経 済 よ り貨 幣 経 済 へ そ の 存 立 の 基 礎 を転

す るた め,町 人 の 商 業 資 本へ の依 存 度 が 大 とな つ た か らで あ る。 秋 甲藩 で もこの 頃 官 研 留 所 を濯 上 山に

替 え,商 人 に 伐採 せ しめ て財 政 支 出の 緊 縮 を 図 る と共 に,沖 出 自 由売 買 も許 した の で,乱 伐 甚 だ し く,安

5年 既 に亘 木 ぱ 不 足 し,保 太 木 を作 る こ と も出来 す,寸 甫 を作 つた が,更 に 文 化3年 に は寸 甫269003嚢

材 木1万 余 本 と生 産 減 を来 し てい る。 か か る傾r司に応 じて,既 述 の 意 見 書 の 採 用 に よ る政 策 が 明か とな

て くる。

 以上 秋 田藩 の 事 例 を主 と し て述 べ たが,… 般 に徳 川時 代 も後 期 とな るに つれ,林 業 及 び 木 材 業 の部 門,

も身分 階 級 に よ る封建 的 支 配 関係 の衰 退 と,経 済 力 の 有 無 に もとつ く支 配 関係 の櫨 頭 が 生 じて来 た ので

る。 即 ち領 主 はL方 では 藩 宜林 に対 して は そ の 所ij区 分 を明 か に し,管 理 組 織 を整 へ,産 業 資 本 家 とし.

の性 格 を示 し,民 有林 に 対 し ては,商 業 資 本の 浸 透 を鰍 認 し,流 通 経 済 の 部 面 で は 町人 と提 携 して 商業

本 家 と して の[生格 を示 し,も つ て 財 政 の維 持 を 図 ら ん と す る に到 つ た 。 更 に時 と して は,木 材 の生 座

の実 権 を商 業 資 本 に委 ね る所 迄 後 退 す る傾 向 を も示 した 。                  己

註1) 広島藩林 政資料に,堀 江典膳の御 山方 内考 え趣被書認候写 があるが,そ の中に 「明和,寛 政江戸大火 ノ時'

  ニテ黒田,上 杉,長 州,阿 波,土 佐な ど其通 卜承候,長 州候か らは十 ケ年余 も御 中屋敷 ノ住居 ニテ御上屋 敷 ノ普-

  引 ナリシヲ公儀 ヨリ御 沙汰 アリテ俄 二御普請 ア リシ ト承候 此御方 二赤坂 トテモ概 ノ御建前故・暫時の御住居

  威 カタキ故,俄 二仮建小屋掛 ニテ間 ヲ合 セ,御 長屋迄モ悉皆仮建 ニシテ畳,建 具マテモ当座 に買 入ル事 ナレハ ー

  彩 シク其座 ニテ費 ル処,凡 一 万両計i失 セル事轍 スヘキ甚 キ也」か くて広島 その他の藩の財政不如意 と,用 材

  の様が知られ る。

註2)田 中巳隅(民 間省票)も 「抑 々国中売買の中金高 の上 ること米屋,曳 服屋,材 木屋 の三つな り」 と云い価格

  前の十fFに 達 してい ることを述べ ている。                                              づ

             ・ 第 二 節 後 期 の 造 林 政 策

か くて.. .,において も,ゴ健 鵬 制は漸・変郷 。され,貨 幣瀦 の影響鳳 る領馳 営利心に綱

とする傾向が明かとなつて くる。而 してそれは,林 野の所有区分 を明かにし,林 野の用釜 とくに造林

探取制限の緩和に もとついて効果が発揮されるものであつた。

 第… 林野の所有区分及び移動

 所有区分は河次 輿地に迄及んだ。安芸藩では,役 銀のない郷山,符 人山は之を村共有,私 有とし・.

山は公山としてい る。水(むの)戸藩では藩有 と民有の境界整理及び交換 も行われ,叉 公有林 を村共有に所 ,

造林せ しめた例 もある(タ)(れラ)。
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濃 山村径済の窮迫と商業資本の浸透 とにより,民 有(村 山及び個人山)林 の所有移動が顕著となつて

二。幕府か らも 寛(むの)保2年林野の土地売買を田地と同様に禁止する旨の達 しが出ているが,各 地で村高

区金立替による郷山の質 入,永 代売買が盛とな り,個 人所持の林野が噌1川して来た。叉武士階級や農民

了持にかかわる林野 も,家 計不如意のため,郷 村外の商人や豪農の手に帰 した事例は多い。斯る事情は

 林野の用釜に関する制限の緩和を裏付けるものである。但し中には,山 林以外に生計を維持する途の

N地 方(例 吉野)で は,そ の林野の郷村所有に絡始し,借 地林制度が成立する場合 もあつた。

第二 林野の用盆

卸立山では,蕃 繰山の制は徹底し,又留山明山の制 も継続された。 しかし,その場合地元及び流域郷村の

陣 情 を老慮しての施業及び生産事業は巧 となつた。又薪炭材の払下の地域 を拡大し,農 産物の牧穫の
                      9                                  聚】D
Efiな年及び個人には無償で下附 し,或 はその売買を許 し,貢 租の不足を補わしめることもあつた。山

滋 自給経済の基礎が弱V・か ら,こ の様な措置はしばしば とられる必要 もあつた。しか し,用 材の売買

多くは指定商人の他には許 されす,そ の範囲は稲掛用材や坑木に迄及ぶ場合 もあつだ。又保安林からの

糊 材の採取 も…般に許された。                              ・

農家に対 しては,農 業生壷力の発展以上に貢租 を強制徴牧する程度がすすむにつれ,と くに入会林野の

をの制限を緩和し,農 民を慰撫することもあつた。

し個人所持の認 められた林木は もとより,部 分林で も成木後の分牧歩 含が確定 され,又 その歩合は従来

略 領民に有利 とな り,公 埃用は もとより,個 人消費及び立木販売 も許 された。即ち,民 木民探の自由

罫められたわけで,必 要ある場 含,民 木官採が行われる際は価格が補償された(ダ)(リ)。

罫三 造林の直接的な政策

k政の組織は整い,城 中奉行,郡 方奉行の下に吟味役,林 取立役,山 守等が配置 され,法 令の徹底,造

)指導奨励に当つた。又御立山につV・ては別個に管理組織が出来た藩 も少 くない。藩営苗圃での苗木の

ナ,3Z-一般への技術指導 も巧となつた。叉諸種の造林報奨制度(苗 字帯刀, ij衣許可,門 柱許可)も と

した。

・立では,領 主の会計において,林r物 の牧入の一部 を下賜 し,雇 庸労働或は地元綿村の講負に より造

嶋 例が塘加 し,そ れだけ夫役労働は減少する傾向rcあ つた。造林地の保穫は地元の負担であつたが,

)代償 として自家用材及びその他の副産物の無料探取を許し,又 課役として栢立させた林木について も  .

 物の採取が許 されるのが普通で あつた。                .

 山(公 有及び村共有)及 び 杜寺有林では 一般に植継制度が行われた。 又領主有林や公有林た る御 山

 山での部分林の分牧歩合,そ の他の条件は,植 付者に有利 となることが多かつた。又その面積は水戸

如きは,植 付者の能力次第とし,x 林木の伐探は仙台藩では,運 上銀を納めれば自由に行い うるこ

 された。又村山や個人持山の造林 を促進するため,補 助金の交付が図られた例 もある。宅(ズリ)地その他個
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  人所持(ロ)地への柿裁は,同 様にして成木利用の制限を緩和し,農 民が自発的4z行v・うるように仕向けら

  か くして,郷 土,庄 屋,村 方高持百姓,町 人などの資本の林野への導 入の可能性が塘加した。事実こ

  代には,大 地主による林野のa併 と,そ の家抱,庭 子の如き住込労働や譜代の奉公人を用いての造林

  は促進 された。

   か くして,後 期では林野の噺有区分 を明かにし,民 木民採の自山,民 木官採の補償,林 野用1、【注の制

  緩和などによる領民の営利心に訴へ,一 方御山で も夫役造林の方法を減 じ,賃 銀支1ム制度が塘加し,

  般への指導奨励の方策 も巧となつた結果,造 林は技術の普及 と相俊つて急速にその面積を拡大 して行

  それを促進したのは商業その他の民間資本の壇加であ り,そ れ と共に林野の勇喪lllが進んだ。か くして

  に林相は良好になつて行つた。

   しか し,そ れで もこの時代を通 じ,例 外はあろが,… 般には封建制度のよつて立つ領域経済の維持

  地か ら,身 分階級による浩費制限,及 び領外移出の厳重な制限並に木材の採取に1斐ヨする過酷な[7租 は

  ていた。又情勢により一方的に伐採停止などの措置がとられ,村 民は他領へ 出 稼 するな どの場合も

・  た( )(わ)。

   註1)天 保3年 会津藩では,伐 木差留のため出稼の許可を願出ているっ

                 第 四 章 要  約

  1)徳 川時代の浩林政策は,封 建制慶のよつて立つ身分階級の維持及び土地領有権の確立の1=礎 の下

    幕府ことに諸藩の財政政策の…環 として意義をもつた。

  2)前 期では⊥地留 剤こ基礎をお く封建制慶確立の過程で もあ り,強 権の行使が目立ち,林 業政策と

    は,一 般の林野用釜の制限,1'1制 限により藩の木材需要の充足及び財政の維持に努め,造 林政

    しては,農 業生産力向上のための保安林造成の外は,植 継制度により,そ れ も多 く夫役労働によ

    或 は貢木制度により強制的に行われる場合が多がつた。その末期には部分林制度も一・部に生 じた

  3)後 期では,/:1,制 度は貨,惚呈済の5吝展により変質する一方,一 ・般の木材需給が困難となるに及び

    業政策においても民木民採の自由,民 木官探の補償,林 野用谷「剛堤の緩和などの措置により・領

    経済活動の余地を与へ,そ の中造林政策で も,夫 役労働を減し,賃 銀労働を増加し,部 分林を設

    うる範囲を拡大して行つたので,その指導漿励の方策の巧となつたのと相侯 ち,進林の効果は顕著

    つた。之を促進したのは商業その他の民間資本の壇加であ り,そ れ と共に林野の個人所持が塘加

  4) しか し,一 般には,こ の時代を通 じて,領 域経済維持の見地か ら,身 分階級による消費制限,領

    出制限,及 び林野用谷に対する過酷な貢租が 停してL^Ye。
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        、
11. 同    上         秋田藩

12・ 遠藤守 太郎編: 日本山林史 昭和9年5Jj 日本山林 史刊行会

13. 農林省編纂: 日本林 制史資料 鹿児島藩

14. 同    上         新庄藩

15. 同    上         和歌 山藩

is. 同    上          安 芸藩

互7. 同    上         水戸藩

18.申 田翼博土1 村及び入会の研究 昭和24年6月 岩波書店

19. 服部希 信氏r 林業経済研究 昭和15年1月 西 ケ原刊行会


